
今こそブレイクスルー！
すべての労働者の立場に立った働き方を実現しよう!

2019.２.５ 第１号 発行責任者 連合北海道組織労働局

２０１９春季生活闘争がスタート
「賃上げの継続」と「働く者の立場にたった働き方改革」を！！

連合北海道は１０月に開催した第３１回年次大会で２０１９春季生活闘争基本方針、１２月
の地方会では闘争方針を確認した。また、連合本部は２月５日に経団連と懇談会を実施し、賃
上げや働き方改革をはじめとする諸課題について意見交換を行った。各産別中央本部でも闘争
方針を確認する等、２０１９春季生活闘争を本格的にスタートさせる。
2019春季生活闘争では、賃上げの継続による「底上げ・底支え」「格差是正」と「すべての

労働者の立場にたった働き方」の実現を同時に推し進めるとともに、働き方も含めた「サプラ
イチェーン全体で生み出した付加価値の適正分配」に取り組み、「人的投資の促進」「ディーセ
ント・ワークの実現」「包摂的な社会の構築」「経済の自律的成長」をめざすこととしている。
さらに、「経済の自律的成長」と「社会の持続性」を実現するためには、継続した所得の向

上と将来不安の払拭による消費の拡大に加えて、労働組合の有無にかかわらず、一人ひとりの
働きの価値が重視され、その価値に見合った処遇が担保される社会を実現していく必要がある。
2019闘争はその足がかりを築いていく年と位置づけ、まずは中小組合や非正規労働者の賃金を
「働きの価値に見合った水準」へと引き上げていくためにも、賃金の「上げ幅」のみならず「賃
金水準」を追求する闘争を強化する。
あわせて、働き方改革関連法の成立に伴い、長時間労働の是正のための36協定の見直しや有

給休暇の取得促進、非正規労働者の処遇改善と組織化などにも取り組んでいくこととしている。
今後、連合北海道は賃金と労働条件の改善を求めて２月下旬から３月上旬にかけて北海道経

済連合会をはじめとする経済団体との意見交換会、北海道労働局、北海道への要請を予定。３
月５日には札幌市で全道総決起集会を開催し、地域から、職場から闘う体制の構築と、意思統
一を図ることとしている。
また各地協では１月２５日に開催した石狩地協を皮切りに地域における討論集会を順次開催

している他、自治体、振興局、商工団体等に賃金・労働条件改善、雇用対策の拡充を求める「社
会的キャンペーン」を各地で展開する。
▼各地協の討論集会日程は下記の通り。
地域 日　　程 開催地 地域 日　　程 開催地
石狩 1月25日 札幌市 宗谷 2月2日 稚内市
渡島 1月26日～27日 鹿部町 網走 2月3日～4日 北見市留辺蘂
檜山 1月31日 江差町 胆振 2月2日 登別市
後志 2月9日 小樽市 日高 1月26日 新ひだか町静内
空知 2月2日 岩見沢市 十勝 2月2日 音更町
上川 1月26日 旭川市 釧根 2月9日 釧路市
留萌 1月26日 留萌市

■日　時／２０１９年３月５日(火)１８時～

■場　所／わくわくホリデーホール[札幌市民ホール]
(札幌市中央区北１条西１丁目)

２０１９春季生活闘争･統一地方選挙･参議院選挙勝利！

３.５全道総決起集会


